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新技術・情報名 ガラス化保存卵子由来のウシ凍結体外胚は農家で活用できる 

[要約] ガラス化保存卵子由来のウシ凍結体外胚はダイレクト移植することで子牛を生産する

ことができ、正常に発育するため、農家での活用が可能な技術である。 
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［背景・ねらい］ 

当県においては、ガラス化保存したウシ卵子を加温後体外受精して生産された体外

胚を凍結後移植することで産子の生産に成功しているが、農家での活用には至ってい

ない。 

また、我々は複数回の経腟採卵を行う前に GnRH を投与することで回収した卵子の

品質が向上し、卵子をクライオトップでガラス化保存後、まとめて体外受精すること

で効率的な胚生産を行えることを報告している。 

そこで、これらの技術を用いて生産したガラス化保存卵子由来のウシ凍結体外胚を

県内の移植師に配付し、農家でダイレクト移植することで子牛の生産を行い、正常に

発育しているか調査した。  

 

 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．ガラス化保存卵子由来のウシ凍結体外胚は、凍結体内胚と同様に、農家においてダイレクト

移植することにより、子牛を生産することができる(図１)。 

 

２．ガラス化保存卵子由来のウシ凍結体外胚のダイレクト移植は、凍結体内胚と比較

して受胎率が低い(表１)。 

 

３．ガラス化保存卵子由来のウシ凍結体外胚の移植で生まれた子牛の 3 ヶ月齢の体高、胸

囲及び体重（推定）は全国和牛登録協会の種雄牛の標準的な体高、胸囲及び体重と比較して

同等である（表２）。 

 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１. 卵子をガラス化保存することで、交配の選択肢が増え、改良の幅が広がる。 

 

２．現場でのさらなる普及に向け受胎率の向上が必要である。 

 

３．体外胚の移植では過大子などが生じる可能性があるので分娩時には注意が必要である。



 

［具体的データ］ 

 

図１ガラス化保存卵子由来ＥＴ産子生産の流れ 

 

 

表 1 移植及び分娩状況 

移植頭数 受胎頭数 受胎率 分娩頭数 

ガラス化保存卵子由来 

凍結体外胚 
17 4 23.5% 1 

凍結体内胚 49 19 38.8% 16 

注１）県内の移植師に胚を配付し平成 27 年 1 月～2 月の期間に移植を行った。 

 

 

表２ ガラス化保存卵子由来ＥＴ産子の３ヶ月齢時の体高、胸囲、腹囲及び体重(推定) 

 体高 胸囲 腹囲 体重 

ガラス化保存卵子 

由来ＥＴ産子 
91.6cm 104cm 119cm 100.5kg（推定） 

σ値 0.11σ -1.09σ  -0.03σ 

種雄牛標準 91.3cm 108.4cm  103kg 

注１） 体重推定式：体重＝体高×胸囲×腹囲×0.00009+0.27602（当場試算） 

注２） 平成27年1月27日移植、平成27月10月29日分娩 

注３） 産地：多久市、血統：豊茂国－福之国－安平 

注４） σ値：標準偏差 
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［その他］ 
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